
第１学年 国語科学習指導案（略案） 

                    

                        日 時   令和５年 10 月 25 日（水） 

                        生 徒   宮古市立花輪中学校 １年Ａ組 11 名 

                        指導者   田之岡 悠希 

 

１ 単元名  漢文に出会い、触れ合い、紹介し合う～故事成語は「今に生きる」言葉なのか～ 

  学習材名 矛盾「韓非子」より（東京書籍 新しい国語１） 

２ 単元の目標 

（１）音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読し、古典特有のリズムを通して、

古典の世界に親しむことができる。 

〔知識及び技能〕（３）ア 

（２）文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕C（１）オ 

（３）言葉が持つ価値に気づくとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを

伝え合おうとする。〔学びに向かう力、人間性等〕 

３ 本単元における言語活動 

  故事を記した漢文や故事成語を使った文章に触れ、考えたことを伝え合う。 

                  （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕C（２）イ） 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①音読に必要な文語のきまりや訓

読の仕方を知り、古文や漢文を音

読し、古典特有のリズムを通し

て、古典の世界に親しんでいる。

（（１）ア) 

①文章を読んで理解したことに基

づいて、自分の考えを確かなもの

にしている。（C（１）オ） 

① 粘り強く故事成語を使った文

章や漢文を読み、学習課題に

沿って、自分の考えを伝え合

おうとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（全３時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価基準・評価方法等 

１ 〇単元の見通しを持つ。 

〇「矛盾」の言葉の意味と、現代語訳の内容を確

認する。 

〇他にも「矛盾」のような成り立ちをもつ「故事

成語」があることを確認する。 

〇本単元の課題「『故事成語』は今に生きる言葉な

のか」を共有する。 

〇「矛盾」が新聞記事でどのように使われている

のかを知る。 

〇自分が検討する故事成語を決める。 

・「矛盾」の現代語訳のみに触れ

る。 

・生徒の知っている故事成語

「推敲」「矛盾」「漁夫の利」

を取り上げる。 

 

 

家 庭

学習 
自分が検討する故事成語が使われた記事を「+日

報」を使い、検索してくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討する故事成語リスト 

・漁夫の利  推敲   杞憂  蛇足   背水の陣  五十歩百歩  助長 

（モデルとして矛盾） 



２ 

 

本時 

 

〇自分が検討する故事成語が使われた「+日報」の

記事を読み、どのように使われているか読み取

る。 

〇自分の故事成語が使われた記事の内容につい

て、グループで紹介する。 

〇自分の生活の中にも自分の故事成語を使った状

況があるか考える。 

〇「『故事成語』は今に生きる言葉なのか」につい

て、自分の考えをもつ。（中間報告） 

・机間指導と、仲間同士で相談

する環境を整え、記事の理解

の助けとする。 

・ロイロノート提出箱に提出

し、考えを共有できるように

する。 

・複数の故事成語に触れられる

よう、グループを編成する。 

 

〔主体的に学習に取り組

む態度〕① 

観察・ワークシート 

・ここでは、粘り強く記

事の内容を読み取り、自

分の考えを伝えようとし

ているか確認する。 

３ 

 

〇紀元前の漢文を今につないだ「訓読」について

知る。 

〇「矛盾」の書き下し文を音読し、漢文のリズム

に慣れる。 

・ロイロノートで提出した故事

成語「矛盾」の学習シートを

印刷して使用する。 

〔知識・技能〕① 

ワークシート 

・ここでは、訓読のきま

りを知り、訓読文を書き

下し文にしたり、漢文を

音読したりすることがで

きているか確認する。 
４ 〇自分が検討した故事成語の故事の訓読文を読ん

でみる。 

〇「『故事成語』今に生きる言葉なのか」につい

て、自分の考えをもつ。（最終報告） 

〇単元の振り返り 

・今回習得した訓読のきまりの

範囲で訓読できそうなものを

ピックアップして訓読に挑戦

させる。 

〔思考・判断・表現〕① 

ワークシート（ロイロ） 

・ここでは、故事成語を

使った文章や、漢文を読

んだことを踏まえ、自分

の考えを確かなものにし

ているか確認する。 

 

６ 本時の指導（ ２／４ ） 

（１）目標 

  粘り強く記事の内容を読み取り、故事成語が記事の中でどのように使われているか、自分の考えを伝え

ようとすることができる。 

（２）評価規準 

B（おおむね満足できる）と判断できる状況 C（支援を要する）状況への手立て 

・自分の担当する言葉が、記事の中のどのような状

況を表すものとして使われているかを、粘り強く

読んだり相談したりしながら、具体的にプリント

に記述している。 

・自分の記事の内容を大まかに説明し、どんな状況

で故事成語が使われているかを伝えようとしてい

る。 

・記事の読解が難しい生徒には、故事成語以外の言葉の意味を調

べさせたり、教えたりすることで、記事の読解を助ける。 

・自分と同じ故事成語を担当する生徒と教え合えるようにする。 

・「矛盾」の記事で教師がモデルを示し、記述の仕方や、グループ

での交流の仕方が分かりやすくなるようにする。 

（３）展開 

段

階 
学習活動 指導と評価の留意点 

導

入 

５

分 

１．前時までの学習を振り返る。 

 ・故事成語とはどのようなものだったか。 

 ・単元の問い「故事成語は今に生きる言葉なのか」を確認する。 

 ・新聞記事を通して、現代社会での故事成語の使われ方を検証する活動 

 

２．学習課題を確認する。 

 

 

 

・前時取り扱った「矛盾」を

使って本時の活動のモデル

を示す。 

 

 

・学習プリントで、学習活動

の流れを示す。 

 

学習課題 「故事成語」はどのように使われているか検討し、紹介しよう。 

。 



展

開

４

０

分 

３．自分が担当する故事成語が使われた記事を読み、どのような事柄

や状況にその言葉が使われているのかをロイロノートに記述す

る。 

 

４．グループで、自分の記事で故事成語がどのように使われていたか

を紹介し合う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．複数の故事成語の使われ方を聞き、「故事成語は今に生きる言葉な

のか」についての現時点での自分の考えを記述する。 

 

〔主体的に学習に取り組む態

度〕① 

観察・ワークシート 

・ここでは、粘り強く記事の

内容を読み取り、自分の考

えを伝えようとしているか

確認する。 

終

末 

５

分 

６．現時点での、「故事成語は今に生きる言葉なのか」についての考え

を数名紹介し、共有する。 

７．次時から故事のもとになった漢文の読み方を知り、音読していく

ことを確認する。 

 

〇「+日報」の機能で活用してみたかったこと 

 ①検索機能 

  同じテーマの記事を検索して、意見文のモデルにしたり、データや専門家の主張を自分の考えの根拠としたりして、引

用することに挑戦したかった…がそこまでの活用には届かず、今回はある言葉がどのように使われているかを検索する活

用方法となった。今回の単元で、生徒は、自分で検索年代幅を調整したり、検索ワードを変えて何度か検索したりするこ

とに慣れてきた。教室で一斉に長い年代の検索を行うと結構タイムアウトエラーになってしまう。ゆっくり検索したい生

徒もいたようで、家庭学習でも取り組んでみてよいことにした。 

 ②ダウンロード機能 

  選んだ記事がダウンロードでき、上記のような引用や、本単元のように、シートに貼りつけ書き込みをして（加工をして）

仲間と共有する、自分の学習材とすることが容易である。（紙面では、このような使い方には手間がだいぶかかる）本単元

では、このシートを A３で印刷し、そこに次時以降、訓読文を書き込んでいく予定。 

 

〇単元の構成、国語の授業としてねらったこと 

 ・これまでの「矛盾」の授業では、漢文としての「矛盾」を扱ったあと、その他の故事成語について学習材を広げていくこ   

とが多かった（教科書の扱いもそのようになっていることが多い）。自分の生活の中で使えそうなエピソードや、これま

での経験をスピーチしたり、紹介文や四コマで表現したりする言語活動が多かった。中学生同士の自分の生活スタート

だと、実際にその言葉が使われている状況を目の当たりにしておらず、「こんなときに使うのかな～」という身近で楽し

い活動である一方で、本当にその状況で今後生徒が使うのかが疑問である。また、「弟の言っていることがおかしいとき

に矛盾を使えそう」や、「弟の話は矛盾だ」など、使う場面の具体性のなさや、細かい使い方のミスなども散見された。

学習者が知っていた故事成語は「矛盾」「漁夫の利」。「推敲」は聞いたことある、程度である。 

辞書に載っている例文や、用法は短文で、「矛盾」を表す大きな状況を記してはいない。今回新聞記事の言葉を学習材と

したことで、言葉を一つの現実の状況と一体的に習得させる語彙指導ができると考えた。（が、実際には記事によっては、

記事自体の読解が中１には難解なものもあり、授業者が精査してもよかったように感じる。）新しく知った言葉を通して、

①自分の故事成語＆意味 

②どんな記事かざっくり説明 

 （イスラエルで戦闘が開始して、自衛隊が日本人を助けにいった記事なんだ

けど～） 

③故事成語が使われているところと、その意味（書いたこと）を説明 

 （下のほうに「矛盾を捉え」ってあるんだけど、これは、政府が矛盾してる

って話です。政府は自衛隊を積極的に派遣しようとするのに、実際は自衛隊の

人数は足りていないってことが矛盾の意味です。） 



再度世界を認識する。社会を知る。そこから自分の生活をその視点で見つめてみる。というこれまでの単元との転換が

理想でした……が。 

・漢文を漢文として学ぶ前に、社会でも多用される現代に生きる言葉を認識し、その後漢文に出会うことで、紀元前の中国  

の叡智と、それを理解し、伝えようとした 1500 年前の日本人の「訓読」の価値にせまることをねらった。 

 

 

 


